
令和 6年度　入学試験（ 2月 1日実施）

算　数
［40分］

［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
2．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
3．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
4．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
5．‌�問題は1〜5まであります。ページが抜

ぬ

けていたら、すみやかに手
を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。

東京農業大学第一高等学校中等部
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1 	 次の各問いに答えなさい。

（ 1）　  2 
2
3
 ÷   1 

1
30
 − 
4
5
   ＋ 4 

4
7
   × 

14
13
 × 3.25　を計算しなさい。

（ 2）　0.5 ×   
1

44 × 45
 ＋ 

1
45 × 46

  　を計算しなさい。

（ 3）　□÷ 5 ＋（ 4 ＋□ ）÷ 7 ＝（ 2 ＋□ ）÷ 3　のとき、□にあてはまる数を答えなさい。
ただし、□には同じ数が入ります。
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2 	 次の各問いに答えなさい。

（ １）　 １× ２× ３×……… × 2024 を計算すると、右から連続して並ぶ ０は何個ですか。

（ 2）　 ２時と 3時の間で短針と長針の作る角が 180° となるのは、何時何分ですか。

（ 3）　 ５人で １回じゃんけんをするとき、あいこになる ５人の手の出し方は全部で何通りで
すか。

（ 4）　 ２回かけてαになる １以上の整数を ＜α＞ とします。
　　　例えば、＜ 4＞ ＝ 2 ，＜ 25 ＞ ＝ 5 となります。

　　①　＜ 3× 12 ＞ を計算しなさい。

　　②　＜90 × A ＞ が整数となるような最小の整数 A を求めなさい。
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3 	 次の各問いに答えなさい。

（ 1）　正方形の折り紙を図 １〜図 ３のように点線の位置で ３回折り、図 ４の実線部分をはさ
みで切り、斜線部分を切り落としました。これを広げた図として考えられるものを、次
の（ア）〜（カ）からすべて選び、記号で答えなさい。ただし、折り方は山折りと谷折りの
両方とも考えます。

図１ 図２ 図３ 図４

（ア） （イ） （ウ）

（エ） （オ） （カ）
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（ 2）　図のように、正八角形のいくつかの頂点を結ぶとき、斜
しゃせん

線部分の面積が最も大きくな
るものを、次の（ア）〜（オ）から １つ選び、記号で答えなさい。

（ア）

（エ） （オ）

（イ） （ウ）
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4 	 次の各問いに答えなさい。

（ 1）　N 中学校では、 ７月 ２１ 日から ８月 ３１ 日までが夏休みです。みどりさんは、夏休みの
宿題を ７月 ２１ 日から １日 ３ページずつ進める計画を立てました。予定では、 ８月 14 日
に １ページを解いて宿題を終えるはずでしたが、途中から １日 ２ページずつしか進めな
かったため、 ８月 １９ 日に ２ページを解いて宿題を終えました。

　　①　夏休みの宿題は全部で何ページですか。

　　②　宿題を １日 ２ページずつ進めた日数は何日間ですか。

（ 2）　A , B , C の ３ 本の棒
ぼう

を池にまっすぐに入れました。A の ２ 割 ５ 分と B の ３ 割の長さ
は水につかっています。C の棒全体の長さは、B の棒全体の長さの ８割に当たります。
A の棒と C の棒の長さの差が 48 cm であるとき、池の深さと B の棒の長さはそれぞれ
何 cm ですか。

（ 3）　最大公約数が 12 、最小公倍数が 144 になる ２つの整数の組をすべて求めなさい。た
だし、使わない解

かいとうらん

答欄があってもよいものとします。

（ 4）　N 小学校の先生が受験生の合格祈
き

願
がん

のために、東京から 1040 km 離れた太
だ

宰
ざい

府
ふ

天
てん

満
まん

宮
ぐう

まで車で行きました。午前 ７時に出発し、車の速さは毎時 80 km で、150 分ごとに 
20 分間休

きゅう

憩
けい

をとりました。先生は、何時何分に太宰府天満宮に着きましたか。

（ 5）　 5％ の食塩水 160 g に 3 ％ の食塩水 400 g を混ぜてから、水を何 g か蒸発させたとこ
ろ、 ４％ の食塩水になりました。何 g の水を蒸発させましたか。
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（ 6）　図において、三角形 ABC と三角形 DEC は同じ大きさ、同じ形の二等辺三角形です。
AC ＝ AB ，∠ ABC ＝ 80° であるとき、∠ x の大きさを求めなさい。

D
B E

C

A

x

（ 7）　図のような １辺 ５ cm の正方形 ABCD があります。EF ＝ EG である三角形 EFG を、
点 E が辺 AD の真ん中の点となるようにおいたところ、点 B が辺 EF 上、点 C が
辺 EG 上に重なりました。FG の長さが ７ cm のとき、四角形 BFGC の面積を求めなさい。

A E D

B

F G

C
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5　�　N 中学校と駅を結ぶ ６ km の道を ２台のバスが往復しています。
　　�　下のグラフは、 ７時ちょうど に駅と N 中学校それぞれから ２台のバスが出発するとき、
時刻と位置の関係を表したものです。いま、 A 君が ７時 5分に自転車に乗って駅を出発し
ました。バスと同じ道を通って時速 ８ km の速さで N 中学校に向かうとき、次の各問いに
答えなさい。

（ 1）　 ７時 5分からの時刻と A 君の位置の関係を、解答欄のグラフにかきこみなさい。

（ 2）　駅から N 中学校に向かう途中、A 君は何回バスとすれ違いますか。また、何回バスに
追い越されますか。

（ 3）　 ３回目にバスと A 君がすれ違うのは、N 中学校から何 km 離れたところですか。

N中学校

駅
7：00 7：10 7：20 7：30 7：40 7：50 8：00
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令和 ６年度　入学試験（ 2月 1日実施）

理　科
［40分］

［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
２．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
３．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
４．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
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ぬ

けて
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あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。

東京農業大学第一高等学校中等部
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1 　次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。

　　農太くんはある日、図のようなばね付き釣
つ

り竿
ざお

を使って、学校の裏庭にある池で魚釣りを
しました。図 ５は図 １の位置から水面上の60cmの高さまで魚を釣り上げたときの（図 １～図
４）、ばね付き釣り竿と魚の接点Ｐの動いた距

きょり

離とばねの伸びの関係を表しています。図 ２～
図 ４のとき、魚にはたらく浮

ふりょく

力の大きさは、水面から尾びれの先までの深さに比例しました。
釣り竿のばねは0.5kgの重さで １ cm伸びるばねを用いました。
　　なお、ばねにはたらく浮力は無視できるものとし、水面の高さは図 １〜図 ４において変わ
らないものとします。

P

図 １ 図 ２ 図 ３ 図 ４

図 ５

ば
ね
の
伸
び

〔cm〕

7
8

6
5
4
3
2
1

0
Pの動いた距離〔cm〕

5 10 15 20 25 3530 40 45 50 55 60 65 70
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問 １　この魚の全長は何cmですか。最も適当なものを次のア～カから選び、記号で答えなさい。

ア．５ cm　　　イ．10cm　　　ウ．15cm　　　エ．20cm　　　オ．25cm　　　カ．30cm

問 ２　この魚にはたらく浮力について述べた次の文の ア ～ ウ に当てはまる数値
を答えなさい。

　　　ばねが魚を引く重さは、図 １のときは ア kgで、図 ４のときは イ kgです。
よって、魚が完全に水中にいるときにはたらく浮力の大きさは ウ kgとなります。

問 ３　最初に使用したものと同じ種類の ２つのばねＡ、Ｂを下の図のように連結させました。
この釣り竿を使って、 ２人で垂直にこの魚を持ち上げました。魚全体を水面の上に持ち
上げたとき、ばねＡとばねＢの伸びはそれぞれ何cmになりますか。

A B

問 ４　問 ３で用いたものと同じ釣り竿を使ったとき、図 １〜図 ４の位置までにおける、接点
Ｐの動いた距離とばねＡの伸びの関係をグラフに示しなさい。なお、魚は常に垂直に持
ち上げられたものとします。

問 ５　問 ３で用いたものと同じ釣り竿を使って、下の図のように、図 ４の位置から ２人でこ
の魚を垂直に持ち上げました。このとき、ばねＡとばねＢの伸びはそれぞれ何cmにな
りますか。最も適当なものを次のア～カから選び、記号で答えなさい。

ばねA ばねB
ア. 1.0cm 7.0cm
イ. 2.0cm 6.0cm
ウ. 3.5cm 4.0cm
エ. 4.0cm 4.0cm
オ. 6.0cm 3.5cm
カ. 7.0cm 7.0cm

A B

60°60°
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問 ６　図のような、 ２種類の滑
かっしゃ

車付き釣り竿を使って、図 ４の位置からこの魚を垂直に持ち
上げました。魚を持ち上げるために必要な力Ｆの大きさはそれぞれ何kgですか。小数第
３位を四捨五入して小数第 ２位で答えなさい。なお、それぞれの滑車の重さは100gであ
るとします。

F

F

輪軸Q
大きい輪の半径 ８cm
小さい輪の半径 ６cm

輪軸P
大きい輪の半径 ６cm
小さい輪の半径 ４cm

輪軸R
大きい輪の半径 ６cm
小さい輪の半径 ２cm

（１）組み合わせ滑車 （２）輪軸

問 ７　問 ６の（ １）、（ ２）の道具を用いて、この魚を水面上で30cm持ち上げるためには、それ
ぞれひもを何cm引く必要がありますか。
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２ 　昆
こん

虫
ちゅう

について、後の問いに答えなさい。

問 １　昆虫には、さなぎの時期があるものとないものがいます。さなぎの時期がなく成虫に
なることを何と言いますか。漢字 ５文字で答えなさい。

問 ２　昆虫はさまざまなものを食べます。次にあげる組み合わせのうち、正しくないものを
次のア〜カから選び、記号で答えなさい。

　　　昆虫 　食べもの

ア．カブトムシの幼虫 腐
ふ よ う ど

葉土

イ．カブトムシの成虫 樹
じゅえき

液

ウ．アゲハチョウの幼虫 サンショウの葉 

エ．カイコガの幼虫 クワの葉

オ．ナナホシテントウの幼虫 アブラナの葉

カ．オオカマキリの成虫 オンブバッタ

問 ３　クモと昆虫のからだについて、正しい文を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．クモと昆虫は、単眼と複眼の両方をもつ。
イ．クモのあしの数は ６本で、昆虫のあしの数は ８本である。
ウ．クモはからだが ２つに分かれているが、昆虫は頭・むね・はらの ３つに分かれている。
エ．クモと昆虫は、しょっ角をもつ。

問 ４　昆虫の口の形にはさまざまなものがあります。セミの口
の形は、写真 １のように針のようにとがっています。セミ
と同じような口の形をしているものを、次のア～オから選
び、記号で答えなさい。

ア．オオカマキリ　　　　イ．カブトムシの幼虫
ウ．トノサマバッタ　　　エ．ハエの成虫
オ．蚊

か

の成虫
写真 １
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　　農太くんは、夏に雑木林へ昆虫採集に出かけました。そして、カブトムシを10匹捕
つか

まえる
ことができました。カブトムシを10匹入れている虫かごは、カブトムシがガサガサ動く音が
してさわがしく、とても迫

はくりょく

力があるにもかかわらず、重さはそんなに重く感じられませんで
した。そこで、カブトムシの重さについて、家のはかりを使って調べました。結果は表 １・
２のとおりです。

表 １　カブトムシ（オス）の体重と大きさ
カブトムシ番号 体重〔g〕 大きさ〔cm〕

１ 8 7.1
２ 10 7.4
３ 5 5.0
４ 4 4.2
５ 2 3.3

表 ２　カブトムシ（メス）の体重と大きさ
カブトムシ番号 体重〔g〕 大きさ〔cm〕

６ 5 4.1
７ 6 4.7
８ 4 3.9
９ 3 3.5
１０ 7 5.5

問 ５　表 １・ ２の結果について、正しい文を次のア～オからすべて選び、記号で答えなさい。

ア．大きさが増えると必ず体重も増えるわけではない。 
イ．オスとメスで体重が同じだと、オスの方が大きい。
ウ．体重が半分になると大きさも半分になる。 
エ．今回捕まえた中で、最も軽い個体はメスである。
オ．今回捕まえた、オスの体重の平均とメスの体重の平均は同じである。
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問 ６　農太くんは、カブトムシの ３令幼虫10匹の重さと、またそれらが成虫になったときの
重さについても調べました。結果は表 ３・ ４のとおりです。このことについて、正しい
文を下のア～オから選び、記号で答えなさい。

表 ３　カブトムシ（オス）の幼虫と成虫の体重〔g〕
カブトムシ番号 幼虫 成虫

１１ 32 13
１２ 34 14
１３ 27 8
１４ 29 10
１５ 19 6

表 ４　カブトムシ（メス）の幼虫と成虫の体重〔g〕
カブトムシ番号 幼虫 成虫

１６ 19 6
１７ 21 8
１８ 20 7
１９ 22 9
２０ 17 5

ア．幼虫の体重の平均は、オスはメスに比べて ２倍以上の値である。
イ．成虫の体重の平均は、メスはオスの半分以下の値である。
ウ．どの個体も幼虫から成虫になると、体重は１/３倍以下になる。 
エ．どの個体も幼虫から成虫になると、体重は１/４倍以上になる。
オ．幼虫のときの体重が重いものほど成虫の体重も重くなる。
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問 ７　農太くんは、成虫になると飛ぶことができる昆虫の幼虫と成虫の体重についても図書
館で調べてみました。結果は表 ５のとおりです。このことについて、正しい文を下のア
～エから選び、記号で答えなさい。

表 ５　昆虫の幼虫と成虫の体重〔g〕
昆虫 幼虫 成虫

モンシロチョウ 0.8  0.1
ヤママユ（ガの一種） 12.5 2.7
ウスバカゲロウ 0.14 0.06
ハグロハバチ 0.16 0.02

ア．この ４種類については、成虫になるとすべての種類の体重が、幼虫の体重の ２倍以
上になる。

イ．この ４種類については、成虫になるとすべての種類の体重が、幼虫の体重の50％以
下になる。

ウ．この ４種類については、成虫になるとすべての種類の体重が、幼虫の体重の20％以
下になる。

エ．この ４種類については、成虫になるとすべての種類の体重が、幼虫の体重の10％以
下になる。
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問 ８　農太くんは、カブトムシのオスが物体を引っ張る力について調べることにしました。
写真 ２のように、じゅうたんの上にカブトムシを止まらせて、小さい角に糸をかけて台
車を引かせ、そこにおもりをのせてどれぐらいの重さまで動かすことができるかを調べ
ました。結果は表 ６のとおりです。

表 ６　オスの成虫の体重と動かしたおもりの重さ
カブトムシ番号 体重〔g〕 おもりの重さ〔g〕

２１ 8 200
２２ 8 160
２３ 10 220
２４ 12 240
２５ 9 190

写真 ２

（ １）　表 ６の結果からカブトムシの体重と、この台車にのせるおもりの重さについて、正
しい文を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

　ア．体重が増えると、この台車で動かすことができるおもりの重さは増える。
　イ．体重が1.5倍になると、この台車で動かすことのできるおもりの重さも1.5倍になる。
　ウ．�カブトムシはこの台車を使うと、自分の体重の25倍以上のおもりを運ぶことがで

きる。
　エ．�カブトムシはこの台車を使うと、自分の体重の20倍以上のおもりを運ぶことがで

きる。

（ ２）　この実験を行うときに、写真 ３のように、なめらかな板の上にカブトムシを置くと、
正しい調査ができません。その理由を解

かいとうらん

答欄の書き出しに続くように答えなさい。

写真 3
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問 ９　図書館の本にはクロヤマアリの体重は0.005gと書いてありました。そのことを確かめ
るために、農太くんは電子天びんという機器（写真 ４）を用意しました。この電子天びん
では、0.1g・0.2g・0.3g … のように0.1gきざみではかることができます。また、アリは
動いてしまうので、アリを0.5gの小さな袋に入れて、はかることにします。クロヤマア
リの体重が本に書かれていたとおりである場合、アリを最低何匹用いてどのようにすれ
ば農太くんはアリの体重が0.005gであることを確かめることができますか。あなたの考
えた方法を答えなさい。なお、その実験方法で電子天びんに表示される値も記しなさい。

写真 ４
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３ 　人工衛星が写した写真などを見れば地球が丸いことは一目でわかりますが、日常の生活の
中では地球が丸いと実感することは少ないでしょう。人工衛星もインターネットもない昔の
人々は、自分たちが生活している地球が平べったいと思っていたことでしょう。しかし、古
代ギリシャの科学者たちは北極星の見える高さが北に進むほど高くなることや港に入る船が
マストの先から見え始めることなどから地球が丸いということの証

しょうこ

拠を見つけていました。
さらに、その証拠に基づいて地球の大きさや質量までも導き出しました。昔の人々は地球が
丸いことに気づき、どのように大きさや質量を求めていったのかを考えていきましょう。

問 １　地球が丸い証拠のひとつに月食があります。月食は月が地球の影
かげ

の中を通るときに起
こります。図 １は皆

かい き

既月食が起こったときの太陽・地球・月の位置関係を地球の北極側
から見たものです。図 ２は、図 １の地点Ｐから肉眼で見た地球の影と月の様子を表して
います。月食について以下の各問いに答えなさい。

影

ア イ

太陽

地球 月
イ

ア

月

影

P

図 １ 図 ２

（ １）　図 ２において、月は地球の影に対してアとイのどちらの方向に動きますか。記号
で答えなさい。

（ ２）　月食は太陽・地球・月が一直線上に並んでいても必ず見ることができるとは限り
ません。その理由として最も適当なものを次のア～ウから選び、記号で答えなさい。

　ア．地球の公転周期が月の公転周期に比べて長いから。
　イ．地球の公転面と月の公転面がずれているから。
　ウ．地球の公転する向きと月の公転する向きが同じだから。
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　　地球の大きさとして円周の長さを最初に測定した人は約2200年前のエラトステネスとされ
ています。エラトステネスはアレキサンドリアとシエネで夏至の日の正午における太陽の高
度を測定することによって、地球を球体として考え円周の長さを求めました。
　　アレキサンドリアとシエネはナイル川にそって同じ子午線上にあります。アレキサンドリ
アとシエネの間の距離は、常に交易が行われていたことから5000スタジアであることがわ
かっていました。「スタジア」とはギリシャやローマなどで使われていた距離の単位です。
　　シエネでは夏至の日の正午に太陽が天頂まで登り、深い井戸の底まで太陽の光が差しこむ
様子がみられました。そこで、エラトステネスは同じ日時にアレキサンドリアで太陽の光が
垂直な棒に対して7.2度傾いていることを測定しました（図 ３）。

北極

赤道面

アレキサンドリア

シエネ

棒の影
太陽の光7.2°

図 ３

問 ２　地球の円周は何万スタジアですか。

問 ３　エラトステネスが算出した地球の円周は45000kmでした。

（ １）　このとき １スタジアは何mですか。

（ ２）　このとき地球の半径は何kmになりますか。小数第 １位を四捨五入し、整数で答え
なさい。円周率は3.14とします。

問 ４　問 ３より、地球の体積を求めることができます。これにより地球の質量は難しい実験
をしなくても大まかな計算から推定できるようになりました。質量を求めるために体積
に加えて必要となる地球の値として正しいものを、次のア～クから選び、記号で答えな
さい。

ア．重力の大きさ　　　イ．自転周期　　　ウ．公転周期　　　エ．地軸の傾き
オ．温度　　　　　　　カ．表面積　　　　キ．密度　　　　　ク．気圧
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　　月までの距離の測定に初めて成功したのは約2100年前のヒッパルコスとされています。
ヒッパルコスは地球上の同じ子午線上にある離

はな

れた ２点から「視
し さ

差」の角の大きさを導き出し、
地球から月までの距離を推定しました。視差とはある ２点から月が見える方向を測定したと
きのずれを指します。
　　図 ４はヒッパルコスの測定をまとめたものです。月のある １点Ｍから測定点Ａ、Ｂまでを
それぞれ直線AM、直線BMとします。地球の中心Ｏと月を結んだ直線とAM、BMがなす角は
それぞれＹ、Ｚとしています。赤道面と直線BMは平行とし、図 ４に示してある角度の大きさ
は実際の大きさとは異なります。以下の問いに答えなさい。

・�測定点Ａ（北
ほくい

緯１３度）、測定点Ｂ（北緯７０度）から月が南中する同時刻に天頂からの月
の傾きを測定した。
・�Ａ、Ｂにおける傾きはそれぞれ１２.０５度と７０度になった。

図 ４

B

A

O

地球

13°

70°
12.05°

赤道面

X

Z

Y

M

月

70°

問 ５　測定点ＡとＢの緯度の差は何度ですか。

問 ６　地球の半径を6370kmとすると、AB間の弧
こ

の長さは何kmですか。円周率は ３とします。

問 ７　三角形の性質から視差Ｘの角の大きさは何度ですか。
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　　視差Ｘを導いたことによって月から地球までの距離を推定することができます。図 ５のよ
うに地球から月までの距離が短いと直線AMと直線BMの長さが異なりますが、地球から月ま
での距離が地球の大きさに比べて十分に長くなってしまうと直線AMと直線BMが同じ長さ
とみなせます。

図 ５

月
X

B

A地球

M（近い） M（遠い）

　　さらに、視差Ｘが十分に小さい角であることから、直線AMを半径とする円の円周角がＸ
であるときの弧と、AB間の弧が同じ長さであるとみなせます。

問 ８　地球から月までの距離は何kmだと推定できますか。正しいものを次のア～カから選
び、記号で答えなさい。円周率は ３とします。

ア．382200km　　　　　イ．384000km　　　　　ウ．384400km
エ．402200km　　　　　オ．404000km　　　　　カ．404400km
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4 　ビーカーを ８個用意して、それぞれのビーカーに、ある濃
こ

さの塩酸（Ｘ液）を50cm３ずつ入
れ、アルミニウムの小片を0.1gから0.8gまで0.1gずつ重さを変えて加えました。図 １は、加え
たアルミニウムの重さと発生した気体の体積の関係を表したものです。また、塩酸とアルミ
ニウムが反応すると、気体の発生とともに塩化アルミニウムが生成します。

図 １　アルミニウムの重さと発生した気体の体積の関係

アルミニウムの重さ〔g〕

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8

690690690690690690

0

100

200

300

400

500

600

700

800

発
生
し
た
気
体
の
体
積

〔cm3〕
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問 １　このとき発生した気体の名まえを答えなさい。

問 ２　問 １の気体と同じ気体を発生させる方法として正しい組み合わせを次のア～キからす
べて選び、記号で答えなさい。

ア．塩酸と水酸化カルシウム水
すいようえき

溶液　
イ．塩酸と亜

あえん

鉛
ウ．水酸化ナトリウム水溶液と亜鉛
エ．水酸化ナトリウム水溶液とスチールウール
オ．硫

りゅうさん

酸とスチールウール
カ．硫酸と二酸化マンガン
キ．過酸化水素水と二酸化マンガン

問 ３　問 １の気体にあてはまる性質を次のア～オからすべて選び、記号で答えなさい。

ア．特有のにおいがある
イ．空気より重い
ウ．水に溶

と

けにくい
エ．燃焼しやすい
オ．特有の色がある

問 ４　Ｘ液50cm３とちょうど反応したアルミニウムの重さを次のア～オから選び、記号で答
えなさい。

ア．0.50g　　　イ．0.54g　　　ウ．0.58g　　　エ．0.60g　　　オ．0.62g

問 ５　Ｘ液50cm３にアルミニウム0.1gを加えたときに発生する気体の体積は最大で何cm３で
すか。小数第 １位を四捨五入し、整数で答えなさい。
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問 ６　アルミニウムの重さを1.0gに増やして、Ｘ液を50cm３用いて実験をしました。このとき、
反応後のビーカーに残っているものの説明として正しいものを次のア～エから選び、記
号で答えなさい。

ア．塩化アルミニウムのみを含
ふく

む水溶液が得られた。
イ．塩化アルミニウムと塩酸を含む水溶液が得られた。
ウ．塩化アルミニウムと残った一部のアルミニウムを含む水溶液となった。
エ．塩化アルミニウムと塩酸と残った一部のアルミニウムを含む水溶液となった。

問 ７　Ｘ液に比べて塩酸の濃さを ２倍にしたときのグラフ（ ）として正しいものを次のア～
オから選び、記号で答えなさい。⃝は図 １のグラフを表しています。また、グラフの縦
軸は、発生した気体の体積〔cm３〕、横軸はアルミニウムの重さ〔g〕を表しています。

0.1 0.7 0.80.60.50.40.30.2

1200
ア

400

600

800

1000

200

0
0.1 0.80.70.60.50.40.30.2

1200
イ

400

600

800

1000

200

0

0.1 0.7 0.80.60.50.40.30.2

1200
ウ

400

600

800

1000

200

0

0.1 0.7 0.80.60.50.40.30.2

1200
オ

400

600

800

1000

200

0

0.1 0.80.70.60.50.40.30.2

1200
エ

400

600

800

1000

200

0
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問 ８　Ｘ液に比べて塩酸の濃さを半分にしたものを50cm３用意したときにちょうど溶けきる
アルミニウムは最大で何gですか。

問 ９　ある濃さの塩酸（Ｙ液）100cm３を用意してアルミニウムを少しずつ加えたときにちょ
うど溶けきるアルミニウムは最大で2.16gでした。Ｙ液は、Ｘ液の濃さの何倍ですか。ま
た、そのとき発生する気体は何cm３ですか。

問10　アルミニウムと銅の混合物約0.6gに十分な量の塩酸（Ｙ液）を加えたところ、約510cm３

の気体が発生しました。この混合物に含まれていた銅は約何gですか。最も適当なもの
を次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア． ０ g　　　イ．0.1g　　　ウ．0.2g　　　エ．0.3g　　　オ．0.4g
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一	
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
⑤
～
⑧
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を

漢
字
で
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
送
り
仮
名
が
必
要
な
場
合
は
送
り
仮
名
を
付
し
な
さ
い
。

①　

授
業
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
を
鑑
賞
す
る
。

②　

京
都
に
旅
行
に
行
っ
た
時
、
精
進
料
理
を
食
べ
た
。

③　

小
豆
は
栄
養
分
を
豊
富
に
ふ
く
ん
で
い
る
。

④　

煮
物
の
味
付
け
は
塩
梅
が
難
し
い
。

⑤　

未
解
決
事
件
の
真
相
を
キ
ュ
ウ
メ
イ
す
る
。

⑥　

フ
ル
ー
ト
の
ド
ク
ソ
ウ
会
を
聞
き
に
行
く
。

⑦　

小
惑
星
タ
ン
サ
機
「
は
や
ぶ
さ
」
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

⑧　

友
人
の
オ
ン
キ
セ
が
ま
し
い
態
度
に
う
ん
ざ
り
す
る
。

二	

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
設
問
の
都
合
に
よ
り
、
本
文
の
一
部
に

手
を
加
え
て
い
ま
す
。

　
※
１

事
実
を
し
て
語
ら
し
め
る
と
い
う
常
識
は
誤
り
で
あ
る
。
同
じ
現
象
を
説
明
す
る
上
で
複
数
の
理
論
が

拮き
っ
こ
う抗
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
実
験
結
果
を
有
利
に
解
釈
す
る
方
法
を
各
陣
営
が
見
つ
け
、
反
論
合
戦
は
終
わ

ら
な
い
。
理
論
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
た
め
に
実
証
研
究
す
る
と
い
う
考
え
が
、
そ
も
そ
も
誤
り
だ
。
デ
ー
タ

は
重
要
だ
が
、
実
験
結
果
は
様
々
に
解
釈
で
き
る
。
理
論
の
正
否
を
最
終
的
に
決
め
る
の
は
デ
ー
タ
で
な
い
。

理
論
の

１

力
で
あ
る
。

　

例
を
出
そ
う
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
と
物
体
は
固
有
の
本
質
を
持
つ
。
重
い
物
は
本
来
の
位
置
に
移
動
し

よ
う
と
速
く
落
ち
る
が
、
軽
い
物
は
本
来
の
位
置
が
下
方
に
な
い
の
で
落
下
が
遅
い
。

Ｙ

　

し
か
し
実
の
と
こ
ろ
、
ガ
リ
レ
イ
は
こ
ん
な
実
験
を
行
わ
な
か
っ
た
。
教
科
書
の
説
明
は
後
世
の
捏ね
つ
ぞ
う造
だ
。

ガ
リ
レ
イ
は
思
考
実
験
し
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
説
が
正
し
け
れ
ば
、
一
〇
キ
ロ
の
物
と
一
キ
ロ
の
物
を
同
時

に
落
と
す
と
前
者
が
後
者
よ
り
先
に
地
面
に
届
く
は
ず
だ
。
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
物
を
縛
っ
て
一
つ
の
塊
に

し
て
落
下
さ
せ
よ
う
。
一
〇
キ
ロ
の
部
分
に
対
し
て
一
キ
ロ
の
部
分
が
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
。
し
た
が
っ
て
合

成
物
の
速
度
は
一
〇
キ
ロ
の
物
体
の
速
度
よ
り
小
さ
い
。
他
方
、
こ
の
合
成
物
は
一
一
キ
ロ
の
重
さ
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
一
〇
キ
ロ
の
物
よ
り
も
速
く
落
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
合
成
物
は
一
〇
キ
ロ
の
物
よ

り
も
遅
く
落
下
し
、
か
つ
、
よ
り
速
く
落
下
す
る
と
い
う
論
理
矛
盾
に
陥お

ち
いる

。
ゆ
え
に
１

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
説

は
誤
り
だ
。
ガ
リ
レ
イ
は
※
２

思
弁
の
み
に
よ
っ
て
※
３

反は
ん
ば
く駁

し
た
の
で
あ
り
、
実
験
結
果
は
一
度
た
り
と
も
議

論
に
登
場
し
な
い
。

　

ガ
リ
レ
イ
の
反
論
が
発
表
さ
れ
る
以
前
に
実
験
を
行
っ
た
学
者
が
実
は
何
人
も
い
た
。
そ
し
て
結
果
は
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
の
説
く
通
り
、
重
い
物
体
の
方
が
軽
い
物
体
よ
り
も
先
に
落
下
し
た
。
空
気
抵
抗
が
あ
る
か
ら
だ
。

そ
の
当
時
、
真
空
状
態
で
長
い
距
離
を
落
下
さ
せ
る
方
法
が
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
ガ
リ
レ
イ
が
実
験
を
し
な

か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
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両
者
の
解
釈
は
異
な
る
二
つ
の
認
識
論
を
基
に
し
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
と
、
す
べ
て
の
物
体

は
固
有
の
性
質
を
持
つ
。
重
い
石
が
落
下
す
る
の
は
、
そ
の
本
来
の
場
所
に
戻
ろ
う
と
す
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り

運
動
の
原
因
を
物
体
の
本
質
に
帰
す
。
同
じ
重
さ
の
石
を
落
と
し
て
も
空
中
と
水
中
と
で
は
落
下
速
度
が
異
な

る
よ
う
に
、
当
該
の
物
体
を
囲
む
環
境
も
物
体
運
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
だ
が
、
落
下
速
度
の
違
い
を
物
体
と

環
境
と
の
相
互
作
用
の
結
果
だ
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
考
え
ず
、
あ
く
ま
で
も
物
体
固
有
の
性
質
を
※
４

攪か
く
ら
ん乱

す
る
要
因
と
し
て
環
境
を
把
握
し
た
。
環
境
条
件
は
補
助
仮
説
の
地
位
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
流
行
し
た
日
本
人
論
は
日
本
の
近
代
化
を
説
明
す
る
上
で
※
５

日

本
人
の
エ
ト
ス
や
日
本
文
化
の
※
６

無
限
抱
擁
性
な
ど
を
持
ち
出
し
た
。
こ
れ
ら
も
２

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な

本
質
論
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
結
局
、「
日
本
人
は
日
本
人
の
よ
う
に
行
動
す
る
。
な
ぜ
な

ら
彼
ら
は
日
本
人
だ
か
ら
だ
」
と
い
う
愚
に
も
つ
か
な
い
循
環
論
に
陥
る
だ
け
だ
。

　

反
し
て
ガ
リ
レ
イ
は
物
体
を
環
境
か
ら
切
り
離
さ
ず
、
物
体
が
置
か
れ
る
環
境
と
の
相
互
作
用
と
し
て
物
理

現
象
を
分
析
し
た
。
社
会
心
理
学
の
生
み
の
親
ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
本
質
論
と
ガ
リ
レ

イ
の

２

論
と
を
対
比
す
る
。

　

�　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
理
解
に
お
い
て
は
、
当
該
の
物
体
が
本
来
持
つ
性
質
か
ら
生
ず
る
プ
ロ
セ
ス
を
無
理

に
変
更
し
、「
攪
乱
」
す
る
と
い
う
意
味
で
の
み
環
境
が
考
慮
さ
れ
る
。
物
体
運
動
を
起
こ
す
※
７

ベ
ク
ト
ル

は
物
体
固
有
の
特
性
に
よ
っ
て
完
全
に
決
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
ベ
ク
ト
ル
の
状
態
は
物
体
と
環
境
と
の
関
係

に
依
存
し
な
い
。
ど
の
時
間
に
お
け
る
環
境
条
件
に
も
無
関
係
な
、
物
体
だ
け
に
固
有
な
性
質
と
し
て
把
握

さ
れ
る
。
軽
い
物
体
が
上
方
に
向
か
う
傾
向
は
物
体
自
体
の
性
質
に
由
来
す
る
。（
…
…
）し
か
し
近
代
物
理

学
に
お
い
て
は
軽
い
物
体
の
上
方
へ
の
移
動
を
物
体
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
と
の
関
係
か
ら
引
き
起
こ
さ

れ
る
現
象
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
い
。
物
体
の
重
量
自
体
が
環
境
と
の
関
係
に
依
存
す
る
概
念
な
の

で
あ
る
。

　

重
量
と
は
物
体
に
作
用
す
る
重
力
の
大
き
さ
だ
。
し
た
が
っ
て
同
じ
物
体
で
も
地
上
と
月
面
で
は
重
量
が
異

な
る
。
月
の
重
力
は
地
球
の
六
分
の
一
で
あ
り
、
重
量
も
六
分
の
一
に
な
る
。
物
体
の
重
量
が
す
で
に
環
境
と

の
関
係
に
依
存
す
る
概
念
で
あ
る
と
は
、
こ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

理
論
が
正
し
く
と
も
、
理
論
予
測
に
実
験
結
果
や
観
測
値
が
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
３

理
論
の
正
否
は

実
験
結
果
だ
け
で
決
ま
ら
な
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
物
理
学
者
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
例
を
引

こ
う
。
※
８

素
粒
子
の
波
動
方
程
式
を
提
唱
し
た
が
、
実
験
結
果
と
理
論
が
合
致
し
な
い
。
そ
こ
で
修
正
版
を

発
表
し
た
。
と
こ
ろ
が
初
め
の
式
の
方
が
正
し
か
っ
た
と
後
ほ
ど
判
明
す
る
。
ス
ピ
ン
と
呼
ば
れ
る
、
電
子
の

自
転
が
当
時
未
知
だ
っ
た
ゆ
え
に
誤
差
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
ス
ピ
ン
を
考
慮
に
入
れ
る
と
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン

ガ
ー
が
頭
の
中
だ
け
で
練
り
上
げ
た
最
初
の
式
の
方
が
正
し
か
っ
た
。
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
と
と
も
に
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
け
た
イ
ギ
リ
ス
の
物
理
学
者
ポ
ー
ル
・
デ
ィ
ラ
ク
は
こ
の
逸
話
を
踏
ま
え
て
後
に
語
る
。

　

�　

実
験
結
果
と
一
致
す
る
方
程
式
を
得
る
よ
り
も
、
美
し
い
方
程
式
を
見
つ
け
る
方
が
大
切
だ
。（
…
…
） 

少
々
実
験
値
に
合
わ
な
く
と
も
、
が
っ
か
り
し
た
り
、
諦
め
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
理
論
値



─ 3 ─

と
実
験
値
の
ズ
レ
は
、
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
二
次
的
原
因
か
ら
生
じ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
後
、
理
論

の
発
展
と
共
に
明
ら
か
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
か
ら
。

　

科
学
の
研
究
が
正
し
い
と
さ
れ
る
の
は
実
験
結
果
が
真
理
を
反
映
す
る
か
ら
で
は
な
い
。
そ
の
時
点
に
お
け

る
科
学
者
集
団
の
知
見
に
照
ら
し
て
理
論
が
整
合
性
を
持
ち
、

１

力
が
あ
る
、
そ
し
て
実
験
値
が
理
論

予
想
と
ほ
と
ん
ど
ず
れ
な
い
場
合
に
、
正
し
い
と
Ｚ
暫
定
的
に
認
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
科
学
者
の
合
意
に
沿

う
実
験
方
法
が
定
め
ら
れ
、
実
験
機
器
が
出
す
結
果
の
意
味
が
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
解
釈
以
外
に
事
実
は
存
在

し
な
い
。
ス
ピ
ン
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
他
の
実
験
を
行
い
、
違
う
結
果
が
出
る
。
見
え
て
い
る
事
実
は
、
あ
る

特
定
の
視
点
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
部
分
的
な
も
の
で
し
か
な
い
。
観
察
結
果
が
世
界
の
真
の
姿
を
映
す
か
ど
う

か
を
知
る
術す

べ

は
原
理
的
に
人
間
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
科
学
の
成
果
が
正
し
い
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、「
事
実
」

が
生
み
出
さ
れ
る
手
続
き
が
信
頼
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
科
学
哲
学
者
カ
ー
ル
・
ポ
パ
ー
が
主
張
し
た
よ
う
に
科
学
は
反
証
を
通
し
て
発
展
す

る
。
ど
ん
な
法
則
も
仮
説
の
域
を
出
な
い
。
法
則
を
満
た
す
要
素
す
べ
て
の
検
討
は
不
可
能
だ
。「
Ａ
と
い
う

種
の
生
物
は
白
い
」 

と
い
う
命
題
を
実
証
す
る
た
め
に
は
世
界
中
に
現
存
す
る
Ａ
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
ら
が
す

べ
て
白
い
と
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
観
察
し
た
個
体
以
外
に
Ａ
が
存
在
し
な
い
保
証
は
な
い
。
ど
こ

か
に
隠
れ
て
い
る
個
体
が
黒
い
か
も
知
れ
な
い
。
死
に
絶
え
た
Ａ
の
中
に
赤
い
個
体
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
し
、
違
う
色
の
個
体
が
将
来
生
ま
れ
な
い
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
逆
に
命
題
を
否
定

す
る
の
は
簡
単
だ
。
白
以
外
の
Ａ
が
た
っ
た
一
匹
見
つ
か
る
だ
け
で
命
題
の
誤
り
が
証
明
さ
れ
る
。

　
４

演え
ん
え
き繹

が
導
く
結
論
は
必
ず
真
だ
が
、
帰
納
に
よ
っ
て
は
命
題
の
正
し
さ
を
確
立
で
き
な
い
。
そ
れ
は
原
理

的
に
不
可
能
で
あ
る
。 

科
学
哲
学
者
・
村
上
陽
一
郎
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
引
こ
う
。

　

�　

帰
納
的
飛
躍
と
い
う
の
は
、
Ｘ
１

と
Ｘ
２

に
つ
い
て
し
か
ま
だ
調
べ
て
な
い
こ
と
を
、
Ｘ
３

と
Ｘ
４

や
…
…

Ｘ
ｎ

に
つ
い
て
ま
で
何
の
根
拠
も
な
く
拡
張
す
る
こ
と
で
す
。
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
Ｘ
ｎ

の
ｎ
の
値
は
実

際
上
無
限
で
な
け
れ
ば
「
す
べ
て
の
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
に
適
合
し
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
帰
納
的
飛
躍
と

は
、
一
般
に
有
限
個
の
観
察
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
ら
を
、
何
の
根
拠
も
な
く
無
限
個
の

事
例
に
拡
張
し
て
あ
て
は
め
る
、
そ
の
論
理
的
な
飛
躍
の
こ
と
を
い
う
わ
け
で
す
。

　

�（
…
…
…
） 

帰
納
は
明
ら
か
に
確
実
性
を
も
ち
ま
せ
ん
。
数
少
な
い
こ
と
の
中
で
言
え
る
こ
と
を
、
す
べ
て

の
こ
と
の
中
で
も
言
え
る
、
と
言
い
立
て
る
の
で
す
か
ら（
つ
ま
り
帰
納
的
飛
躍
が
あ
る
の
で
す
か
ら
）、
そ

こ
に
は
論
理
的
根
拠
は
な
く
、
一
種
の
賭
け
の
よ
う
な
、
い
い
か
げ
ん
な
と
こ
ろ
が
ど
う
し
て
も
つ
き
ま
と

い
ま
す
。
演
繹
は
違
い
ま
す
。
演
繹
は
絶
対
確
実
な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
演
繹
は
、
す
で
に
言
っ
た
こ
と

の
一
部
を
あ
ら
た
め
て
言
い
立
て
る
だ
け
な
の
で
す
か
ら
。

　

�　

し
か
し
、
帰
納
で
は
、
ど
こ
か
に
新
し
い
こ
と
が
入
っ
て
き
ま
す
。
数
少
な
い
と
こ
ろ
で
し
か
、
わ
か
っ

て
い
な
い
こ
と
を
勝
手
に
拡
張
し
て
み
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
ほ
ん
と
う
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、

わ
た
く
し
ど
も
に
は
そ
の
拡
張
さ
れ
た
部
分
は
「
新
鮮
」
な
知
識
（
正
確
に
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の

で
す
か
ら
「
知
識
の
候
補
者
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
） 

で
す
。（
…
…
）

　

�　

哲
学
で
は
、
帰
納
は
経
験
的
、
演
繹
は
論
理
的
、
と
い
う
形
容
詞
で
呼
ぶ
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
意
味
は
こ
れ
で
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

�

（
小
坂
井
敏
晶
『
矛
盾
と
創
造
─
自
ら
の
問
い
を
解
く
た
め
の
方
法
論
』
に
よ
る
）
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※
１　

事
実
を
し
て
語
ら
し
め
る
…
…�

事
実
に
物
事
を
語
ら
せ
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
確
固
た
る「
事
実
」が
存

在
し
、
そ
の
「
事
実
」
を
も
と
に
物
事
を
判
断
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

※
２　

思
弁
…
…
経
験
に
よ
ら
ず
、
頭
の
中
だ
け
で
論
理
的
に
考
え
る
こ
と
。

※
３　

反
駁
…
…
他
人
の
主
張
や
批
判
に
対
し
て
論
じ
返
す
こ
と
。
反
論
。

※
４　

攪
乱
…
…
か
き
乱
す
こ
と
。

※
５　

日
本
人
の
エ
ト
ス
…
…
日
本
人
の
性
格
や
習
性
。

※
６　

無
限
抱
擁
性
…
…
無
限
に
抱
擁
す
る
か
の
よ
う
に
、
何
で
も
受
容
す
る
こ
と
。

※
７　

ベ
ク
ト
ル
…
…
向
き
と
大
き
さ
を
持
つ
量
。
こ
こ
で
は
「
力
と
方
向
」
の
意
。

※
８　

素
粒
子
…
…
物
質
を
構
成
し
て
い
る
最
小
の
単
位
。

問
一　

空
欄

１

・

２

に
あ
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
　

ア　

実
践　
　

イ　

説
得　
　

ウ　

応
用　
　

エ　

統
率　
　

オ　

創
造

２
　

ア　

決
定　
　

イ　

固
有　
　

ウ　

依
存　
　

エ　

特
性　
　

オ　

関
係

問
二　

空
欄

Ｙ

に
は
次
の
ア
～
オ
の
文
が
入
り
ま
す
。
適
切
な
順
番
に
並
べ
た
際
に
、
一
番
目
と
三
番

目
に
く
る
も
の
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

ア　

他
方
、
ガ
リ
レ
イ
は
、
物
体
の
落
下
時
間
は
質
量
に
関
係
な
い
と
主
張
し
た
。

イ　

こ
れ
が
有
名
な
ピ
サ
の
斜
塔
の
実
験
で
あ
る
。

ウ　

こ
う
し
て
従
来
か
ら
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
説
が
覆

く
つ
が
えさ

れ
た
。

エ　

し
た
が
っ
て
重
さ
の
違
う
二
つ
の
物
を
高
い
所
か
ら
同
時
に
落
と
せ
ば
、
重
い
方
が
先
に
地
面

に
着
く
。

オ　

そ
こ
で
自
説
を
証
明
す
る
た
め
に
ピ
サ
の
斜
塔
に
登
り
、
重
さ
の
異
な
る
二
つ
の
物
を
落
と
し

た
と
こ
ろ
、
予
測
通
り
両
方
と
も
同
時
に
着
地
し
た
。
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問
三　

傍
線
部
１
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
説
は
誤
り
だ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ガ
リ
レ
イ
が
こ
の
よ
う
に
考
え
た
理

由
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
説
に
従
う
な
ら
ば
、
落
下
速
度
が
異
な
る
二
つ
の
物
を
合
成
し
て
落
と
せ

ば
両
者
の
力
が
働
き
、
元
々
の
物
よ
り
遅
く
落
下
す
る
は
ず
だ
が
、
一
方
で
合
成
物
は
元
々
の

物
よ
り
も
重
く
な
る
た
め
速
く
落
下
す
る
こ
と
に
な
り
、
論
理
が
破
綻
し
て
い
る
か
ら
。

イ　

重
量
の
違
い
で
落
下
速
度
が
異
な
る
な
ら
ば
、
合
成
物
は
重
量
が
増
え
る
た
め
、
落
下
速
度
は

合
成
前
よ
り
速
く
な
る
は
ず
だ
が
、
ガ
リ
レ
イ
が
実
際
に
行
っ
た
実
験
で
は
、
落
下
速
度
は
合

成
前
よ
り
遅
く
な
っ
て
お
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
が
通
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
。

ウ　

従
来
信
じ
ら
れ
て
い
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
考
え
で
は
、
物
体
は
固
有
の
本
質
を
持
っ
て
い
る

の
で
重
い
物
の
方
が
早
く
落
下
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
ガ
リ
レ
イ
の
行
っ
た
思
考
実
験
で
論
理

矛
盾
が
起
き
た
こ
と
で
、
物
体
に
は
固
有
の
本
質
が
な
い
こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
か
ら
。

エ　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
説
で
は
物
体
の
重
さ
と
落
下
速
度
に
は
関
係
が
あ
る
た
め
、
二
つ
の
物
体

を
合
成
す
る
こ
と
で
落
下
速
度
は
変
化
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
合
成
に
よ
っ
て
重
量
も
増
加
し

た
結
果
、
落
下
速
度
に
変
化
が
み
ら
れ
ず
、
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
。

オ　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
重
さ
と
落
下
速
度
に
関
す
る
説
は
、
空
気
抵
抗
の
あ
る
環
境
で
は
立
証
さ

れ
た
が
、
空
気
抵
抗
の
影
響
を
受
け
な
い
環
境
を
前
提
と
し
た
思
考
実
験
で
は
正
し
い
結
果
を

導
け
ず
、
落
下
速
度
に
お
い
て
矛
盾
を
抱
え
た
間
違
っ
た
解
釈
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
。

問
四　

傍
線
部
２
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
本
質
論
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
本
質
論
を
説
明

し
た
も
の
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

物
体
の
固
有
性
に
よ
っ
て
落
下
速
度
が
変
わ
る
と
い
う
理
論
が
立
証
さ
れ
な
く
な
っ
た
状
況
で

も
、
主
張
を
曲
げ
ず
に
貫
き
通
そ
う
と
す
る
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
た
考
え
。

イ　

物
体
間
の
差
異
は
物
体
自
体
の
特
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
環
境
に
よ
る
影
響

に
も
言
及
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
議
論
が
堂
々
巡
り
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
。

ウ　

物
体
と
環
境
は
相
互
に
作
用
す
る
こ
と
で
次
第
に
形
作
ら
れ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
周
囲
か
ら

受
け
る
影
響
に
も
意
識
を
向
け
る
こ
と
で
、
物
体
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
考
え
。

エ　

物
体
を
、
環
境
と
影
響
を
与
え
合
う
こ
と
で
構
成
さ
れ
た
存
在
だ
と
は
み
な
さ
ず
、
環
境
は
あ

く
ま
で
二
次
的
な
も
の
で
、
物
体
自
体
に
固
有
の
特
性
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
。

オ　

全
て
の
物
体
は
固
有
の
特
性
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
新
情
報
で
あ
る
環
境
な
ど
の
外
的
要
因
ば

か
り
優
遇
す
る
の
で
は
な
く
、
元
々
存
在
し
て
い
た
物
体
に
も
目
を
向
け
よ
う
と
す
る
考
え
。
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問
五　

傍
線
部
３
「
理
論
の
正
否
は
実
験
結
果
だ
け
で
決
ま
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
実
験
結
果
だ
け
で
は

理
論
の
正
し
さ
を
証
明
で
き
な
い
理
由
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

実
験
は
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
誤
差
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
思
考
に
よ
っ
て
導
か
れ

た
理
論
の
方
が
ズ
レ
が
生
じ
な
い
分
、
整
合
性
が
高
い
と
判
断
で
き
る
か
ら
。

イ　

科
学
研
究
の
正
し
さ
は
、
科
学
者
が
討
議
を
重
ね
る
中
で
少
し
ず
つ
解
明
さ
れ
て
い
く
も
の
で

あ
り
、
実
験
結
果
等
の
形
式
的
な
も
の
で
即
時
に
決
定
で
き
な
い
か
ら
。

ウ　

実
験
は
、
現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
事
象
を
も
と
に
行
う
の
で
あ
り
、
科
学
の
発
展
に
よ
っ

て
方
法
や
結
果
、
結
果
の
捉
え
方
は
変
化
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

エ　

科
学
研
究
で
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
事
象
が
多
く
存
在
す
る
た
め
、
完
全
に
同
じ
実
験
を

再
現
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
確
証
の
持
て
る
結
論
と
は
い
え
な
い
か
ら
。

オ　

科
学
理
論
と
実
験
結
果
の
相
違
は
、
人
為
的
ミ
ス
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
技
術
進
歩
に
よ
っ
て

実
験
の
精
度
が
高
ま
ら
な
け
れ
ば
信
頼
で
き
る
結
果
は
導
け
な
い
か
ら
。

問
六　

傍
線
部
Ｚ
「
暫
定
的
」
の
意
味
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

ア　

一
様
に
そ
ろ
え
る
こ
と
。　　

イ　

一
時
的
な
こ
と
。　　

ウ　

制
限
を
受
け
な
い
こ
と
。

エ　

絶
対
的
に
正
し
い
こ
と
。　　

オ　

断
続
的
な
こ
と
。
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問
七　

次
の
【
文
章
】
は
、
傍
線
部
４
「
演
繹
が
導
く
結
論
は
必
ず
真
だ
が
、
帰
納
に
よ
っ
て
は
命
題
の
正
し

さ
を
確
立
で
き
な
い
」
に
つ
い
て
、
生
徒
達
が
話
し
合
っ
て
い
る
場
面
で
す
。【
文
章
】
の
内
容
を
ふ
ま

え
て
、
後
の
各
問
（
１
）〜（
３
）
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
【
文
章
】

　
　

Ａ
さ
ん
：�「
演
繹
」・「
帰
納
」と
い
う
語
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
辞
書
を
引
い
て
意
味
を
調
べ
て
み
た

よ
。「
演
繹
」
は
、「
一
般
的
な
理
論
に
よ
っ
て
、
特
殊
な
も
の
を
推
論
し
、
説
明
す
る
こ

と
。」、
帰
納
は
「
個
々
の
具
体
的
な
事
例
か
ら
一
般
に
通
用
す
る
よ
う
な
原
理
・
法
則
な
ど

を
導
き
出
す
こ
と
。」と
書
い
て
あ
っ
た
よ
。
そ
れ
で
も
、
な
ぜ
筆
者
は
帰
納
で
は
物
事
の
正

し
さ
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
よ
…
…

　

ア　

Ｂ
さ
ん
：�

ま
ず
、
帰
納
に
つ
い
て
説
明
す
る
ね
。
た
と
え
ば
、「
サ
ン
マ
や
ア
ジ
に
は
う
ろ
こ
が
あ
る
。

だ
か
ら
、
魚
に
は
う
ろ
こ
が
あ
る
。」の
よ
う
に
、
個
別
の
事
例
の
共
通
点
か
ら
法
則
を
導
く

の
が
帰
納
な
ん
だ
。
で
も
、
こ
の
考
え
方
で
は
命
題
の
正
し
さ
は
確
立
で
き
て
い
な
い
ん
だ
。

　
　
　

Ａ
さ
ん
：
ど
う
い
う
こ
と
？

　

イ　

Ｂ
さ
ん
：�

先
程
の
例
で
い
う
と
、
た
し
か
に
サ
ン
マ
や
ア
ジ
に
は
う
ろ
こ
が
つ
い
て
い
る
け
れ
ど
、
マ

ン
ボ
ウ
の
よ
う
に
、
う
ろ
こ
が
な
い
魚
も
存
在
す
る
よ
ね
。
つ
ま
り
、
先
程
の
論
理
で
は
真

に
正
し
い
結
論
を
導
け
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
ん
だ
。
こ
う
し
た
帰
納
的
説
明
の
問
題
点
を

本
文
で
は
「
帰
納
的
飛
躍
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
。

　
　
　

Ａ
さ
ん
：
帰
納
的
な
説
明
の
欠
点
は
よ
く
わ
か
っ
た
よ
。
帰
納
の
長
所
は
何
か
な
い
の
？

　

ウ　

Ｂ
さ
ん
：�

具
体
的
事
例
と
い
う
絶
対
に
正
し
い
と
は
い
え
な
い
情
報
を
根
拠
に
解
釈
を
す
る
の
で
、
新

し
い
一
般
法
則
と
な
り
え
る
知
識
を
生
み
出
せ
る
ん
だ
。

　
　
　

Ａ
さ
ん
：�

筆
者
は
な
ぜ
演
繹
が
導
く
結
論
は
必
ず
真
だ
と
言
っ
て
い
る
の
？

　

エ　

Ｃ
さ
ん
：�

筆
者
は
そ
の
理
由
を
、
演
繹
の
論
理
展
開
は
根
拠
の
反
復
を
伴
う
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
よ
。

重
要
な
内
容
を
繰
り
返
す
こ
と
で
主
張
の
正
当
性
を
強
化
し
、
正
し
い
結
論
を
導
け
る
こ
と

が
演
繹
の
利
点
だ
と
考
え
て
い
る
よ
。

　
　
　

Ａ
さ
ん
：�

そ
も
そ
も
演
繹
の
意
味
を
理
解
で
き
て
い
な
い
気
が
す
る
か
ら
、
具
体
的
に
説
明
し
て
よ
。

　
　
　

Ｃ
さ
ん
：�

演
繹
は
、
帰
納
と
反
対
の
論
理
展
開
で
、
一
般
法
則
か
ら
具
体
的
事
例
に
お
け
る
結
論
を
導

く
も
の
だ
よ
。
有
名
な
も
の
だ
と
「
人
間
は
死
ぬ
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
人
間
だ
。
ゆ
え
に
ソ
ク

ラ
テ
ス
は
死
ぬ
。」
と
い
う
三
段
論
法
と
い
う
も
の
が
あ
る
よ
。「
人
間
は
死
ぬ
」
と
い
う
一

般
に
当
て
は
ま
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
人
間
で
あ
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
一
個
人
も
当
然
死

ぬ
は
ず
だ
と
い
う
結
論
を
導
い
て
い
る
ん
だ
。

　
　
　

Ｂ
さ
ん
：�

た
だ
し
帰
納
的
説
明
と
同
様
に
、
演
繹
的
説
明
も
注
意
が
必
要
だ
よ
。
前
提
に
誤
り
が
あ
っ

た
り
、
論
理
が
飛
躍
し
た
り
し
て
い
る
と
正
し
い
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ
。
筆
者

が
「
演
繹
が
導
く
結
論
は
必
ず
真
」
だ
と
言
う
の
は
「
正
し
い
前
提
」
と
「
論
理
的
飛
躍
が

な
い
」
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。
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（
１
）　�

本
文
の
内
容
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
誤
っ
た
発
言
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
【
文
章
】
内
の
ア
～
エ

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
（
２
）　�
二
重
傍
線
部
「
正
し
い
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
演
繹
的
な
説
明
を
し

た
次
の
１
・
２
に
つ
い
て
「
正
し
い
結
論
を
導
け
て
い
る
」
も
の
に
は
ア
、「
前
提
が
間
違
っ
て
い

る
」
こ
と
に
よ
っ
て
正
し
い
結
論
を
導
け
て
い
な
い
も
の
に
は
イ
、「
論
理
が
飛
躍
し
て
い
る
」
こ

と
に
よ
っ
て
正
し
い
結
論
を
導
け
て
い
な
い
も
の
に
は
ウ
と
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　

１　

�

Ａ
高
校
は
名
門
大
学
へ
の
高
い
合
格
実
績
を
誇
る
。
私
は
来
年
度
か
ら
Ａ
高
校
に
進
学
す

る
。
だ
か
ら
私
は
名
門
大
学
に
合
格
で
き
る
。

　
　

２　

中
学
生
は
長
距
離
走
が
苦
手
だ
。
私
は
中
学
生
だ
。
だ
か
ら
私
は
長
距
離
走
が
苦
手
だ
。

　
　
（
３
）　�

次
の
１
～
３
に
つ
い
て
「
演
繹
的
な
説
明
」
に
は
ア
、「
帰
納
的
な
説
明
」
に
は
イ
と
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

　
　

１　

�

目
の
前
で
「
止
ま
れ
」
を
意
味
す
る
赤
信
号
が
点
灯
し
て
い
る
た
め
、
今
は
止
ま
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

２　

�

ラ
イ
オ
ン
は
主
に
シ
マ
ウ
マ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
を
食
べ
て
生
活
す
る
。
だ
か
ら
、
肉
食
動

物
で
あ
る
。

　
　

３　

�

日
本
で
は
玄
関
で
靴
を
脱
ぐ
慣
習
が
あ
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ
人
の
友
達
が
日
本
に
遊
び
に

来
た
際
も
玄
関
で
靴
を
脱
い
で
も
ら
っ
た
。

問
八　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

ア　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
考
え
た
本
質
論
は
、
空
気
抵
抗
の
あ
る
環
境
下
で
は
実
証
さ
れ
る
の
で
、

ガ
リ
レ
イ
は
実
世
界
で
の
実
験
を
あ
え
て
せ
ず
に
、
真
空
状
態
を
作
る
た
め
に
思
考
実
験
を
す

る
こ
と
に
し
た
。

イ　

一
九
七
〇
年
代
〜
八
〇
年
代
に
流
行
し
た
「
日
本
人
だ
か
ら
、
日
本
人
は
日
本
人
の
よ
う
に
行

動
す
る
」
と
い
う
論
理
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
本
質
論
は
、
環
境
に
お
け
る
影
響
を
無
視
し
て

い
る
と
い
う
点
で
類
似
し
て
い
る
。

ウ　

物
体
が
環
境
に
よ
っ
て
受
け
る
影
響
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
本
質
を
見
え
な
く
す
る
障
壁
と

み
な
し
て
い
る
が
、
ガ
リ
レ
イ
は
本
質
を
よ
り
良
い
も
の
に
好
転
さ
せ
て
い
く
存
在
だ
と
み
な

し
て
い
る
。

エ　

科
学
の
実
験
結
果
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
「
事
実
」
は
、
事
象
に
お
け
る
ほ
ん
の
一
側
面
で
し
か

な
く
、
実
験
結
果
が
導
く
結
論
が
真
に
正
し
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
現
時
点
で
は
判
断
で

き
な
い
。

オ　

法
則
を
満
た
す
全
て
の
要
素
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
科
学
研
究
は
常
に
仮
説
の
域

を
越
え
ら
れ
な
い
た
め
、
研
究
成
果
は
確
実
性
の
低
い
帰
納
で
は
な
く
、
演
繹
で
導
き
出
す
必

要
が
あ
る
。
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三	
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
設
問
の
都
合
に
よ
り
、
本
文
の
一
部
に

手
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、「
ワ
ン
チ
ャ
ン
」は
新
し
い
時
代
の
価
値
観
で
す
。
つ
ま
り
、
新
し
い
時
代
の
子

ど
も
た
ち
は
、
１

意
図
し
な
い
う
ち
に
大
人
の
噓
に
反
発
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
旧
来
の
価
値
観

を
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
大
人
に
抵
抗
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。「
ワ
ン
チ
ャ
ン
」
は
※
１

大
人
の
パ
タ
ー
ナ
リ

ズ
ム
に
対
す
る
※
２

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
な
り
え
る
ん
で
す
。

　

例
え
ば
、
学
校
に
は
悪あ

し
き
平
等
主
義
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
生
徒
全
員
を
で
き
る
だ
け
同
じ
に
見
よ
う

と
す
る
思
想
で
す
。
同
じ
に
見
る
こ
と
で
生
徒
間
の
公
平
性
を
担
保
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
先
生
た
ち
が
い
る

ん
で
す
ね
。
ク
ラ
ス
全
員
に
同
じ
宿
題
を
出
す
の
も
、「
が
ん
ば
れ
ば
誰
で
も
成
果
は
出
る
」と
皆
に
檄げ

き

を
飛
ば

す
の
も
、「
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
み
ん
な
同
じ
」と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
、

そ
の
ほ
う
が
相
対
的
な
評
価
を
つ
け
る
管
理
者
（
先
生
）
に
と
っ
て
都
合
が
い
い
か
ら
そ
う
し
て
い
る
だ
け
だ

と
思
う
の
で
す
が
、
公
平
性
と
い
う
言
い
訳
が
あ
る
か
ら
、
２

そ
れ
が
さ
も
正
し
い
こ
と
の
よ
う
に
ま
か
り

通
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

で
も
、
こ
れ
は
端
的
に
言
っ
て
間
違
い
で
す
。
し
か
も
、
敗
者
（
勉
強
が
で
き
な
い
人
、
貧
困
な
人
な
ど
）

は
努
力
が
足
り
な
い
か
ら
敗
者
な
の
だ
と
い
う
偏
っ
た
見
方
（
い
わ
ゆ
る
自
己
責
任
論
）
を
招
き
か
ね
な
い
悪

質
な
噓
で
す
。
実
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
向
き
不
向
き
が
あ
る
し
、
習
得
す
る
の
に
か
か
る
手
間
も
時
間
も
人
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
生
ま
れ
」と
い
う
偶
然
性
が
、
努
力
以
前
に
そ
の
人
の
人
生
を
い
か
に
左
右
す

る
か
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
や
「
親
ガ
チ
ャ
」
と
い
う
一
言
で
言
い
表
さ
れ
る
ほ
ど
周
知
の
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
時
代
に
生
き
て
い
る
み
ん
な
は
、
偶
然
性
を
「
ワ
ン
チ
ャ
ン
」
の
一
言
で
み
ず
か
ら
の
味
方
に
変
え
、

そ
れ
と
戯た

わ
むれ
る
こ
と
で
大
人
の
設
定
を
揺
さ
ぶ
り
、
噓
を
暴
い
て
し
ま
い
ま
す
。「
誰
で
も
が
ん
ば
れ
ば
成
果

が
出
る
」
よ
り
も
「
オ
レ
で
も
ワ
ン
チ
ャ
ン
い
け
る
ん
じ
ゃ
ね
」
の
ほ
う
が
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
し
希
望
も

あ
る
。
大
人
の
噓
よ
り
も
ず
っ
と
響
き
が
よ
く
て
、
頼
も
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。

　

で
も
、
人
っ
て
他
人
の
噓
に
は
敏
感
だ
け
ど
、
自
分
の
噓
、
つ
ま
り
自
分
が
※
３

デ
フ
ォ
ル
ト
で
設
定
し
た

噓
に
は
簡
単
に
騙だ

ま

さ
れ
る
っ
て
知
っ
て
ま
し
た
か
？　

大
人
は
自
分
の
噓
に
す
っ
か
り
気
づ
か
な
く
な
っ
て
い

る
け
ど
、
そ
れ
は
み
ん
な
も
同
じ
で
、「
ワ
ン
チ
ャ
ン
」に
も
す
で
に
噓
が
混
じ
り
始
め
て
る
か
ら
そ
れ
に
気
づ

か
な
い
と
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ワ
ン
チ
ャ
ン
の
マ
ズ
い
と
こ
ろ
は
、
デ
フ
ォ
ル
ト
で
ガ
チ
ャ
的
発
想
を
含
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

み
ん
な
は
ゲ
ー
ム
の
中
で
、
ア
タ
リ
の
あ
る
ガ
チ
ャ
に
慣
れ
て
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ガ
チ
ャ
っ
て
実
は
中

身
が
入
っ
て
な
く
て
も
、
つ
ま
り
す
べ
て
が
外
れ
で
も
成
立
す
る
ん
で
す
。
要
す
る
に
、
ガ
チ
ャ
の
本
質
は
す

べ
て
が
ハ
ズ
レ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
を
隠い

ん

蔽ぺ
い

で
き
る
こ
と
、
き
っ
と
ア
タ
リ
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う

幻
想
に
浸ひ

た

れ
る
こ
と
な
ん
で
す
。
偶
然
性
と
い
う
装
置
に
対
し
て
恣し

意い

的
に

Ａ

と
い
う
色
を
加
え
て
い

る
ん
で
す
ね
。

　
３

ワ
ン
チ
ャ
ン
も
同
じ
原
理
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ン
チ
ャ
ン
は
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
（one chance

）
で

す
か
ら
、
そ
う
言
っ
て
る
か
ぎ
り
一
つ
く
ら
い
ア
タ
リ
が
あ
る
と
信
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
ね
。
で
も
そ
の



─ 10 ─

ガ
チ
ャ
の
中
身
が
あ
る
っ
て
誰
が
決
め
た
ん
で
す
か
？　

ア
タ
リ
が
一
つ
も
入
っ
て
な
か
っ
た
ら
あ
な
た
は
ど

う
し
ま
す
か
？

　

親
ガ
チ
ャ
だ
っ
て
そ
う
で
す
よ
。
親
ガ
チ
ャ
っ
て
「
も
っ
と
い
い
親
の
も
と
で
生
ま
れ
た
ら
、
私
の
人
生

違
っ
た
の
に
」
と
い
う
嘆な

げ

き
で
す
よ
ね
。
で
も
、
そ
う
い
う
嘆
き
は
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
「
ど
こ
だ
っ
て
い
い
！　

ど
こ
だ
っ
て
い
い
ん
だ
！　

こ
の
世
界
の
外
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
！
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
を
引
く
ま
で
も
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
が
抱
い
て
き
た
幻
想
な
ん
で
す
。
わ
た
し
は
こ
こ
で
は
な
い
別
の
場
所

に
行
き
さ
え
す
れ
ば
、
ワ
ン
チ
ャ
ン
人
生
が
良
く
な
る
に
違
い
な
い
。
も
し
か
し
て
あ
な
た
も
そ
う
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。

　

で
も
、
残
念
な
が
ら
親
に
ア
タ
リ
は
な
い
ん
で
す
よ
。
知
っ
て
ま
し
た
か
？　

確
か
に
、
圧
倒
的
に
ダ
メ
な

親
が
い
る
の
は
事
実
で
す
。
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
ア
タ
リ
が
あ
る
な
ん
て
幻
想

で
す
か
ら
。
ま
さ
か
、
金
持
ち
の
親
に
当
た
れ
ば
ア
タ
リ
だ
と
思
っ
て
ま
す
か
。
そ
ん
な
わ
け
な
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
親
子
の
関
係
は
お
金
が
あ
れ
ば
い
い
、
と
い
う
よ
う
な
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
。
あ
な
た
が

ず
っ
と

Ｂ

に
浸
っ
た
ま
ま
で
い
る
こ
と
は
あ
な
た
の
自
由
で
す
が
、
ガ
チ
ャ
っ
て
慰な
ぐ
さみ
物
だ
か
ら
、
使

い
す
ぎ
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

こ
ん
な
ふ
う
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
書
き
連
ね
る
と
、「
ワ
ン
チ
ャ
ン
」っ
て
ダ
メ
じ
ゃ
ん
み
た
い
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
ワ
ン
チ
ャ
ン
の
手
触
り
に
は
確
か
に
面
白
い
も
の
が
あ
る
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ン
チ
ャ
ン
を
実
感
と
し
て
知
っ
て
る
あ
な
た
た
ち
は
、
い
ま
の
大
人
に
は
な
い
別
の
感
覚

を
手
に
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

　

現
在
の
ゲ
ー
ム
の
主
流
で
あ
る
仮
想
世
界
を
自
由
に
動
き
回
る
オ
ー
プ
ン
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
は
、
空
間
が
プ

レ
イ
ヤ
ー
の
行
為
を
先
回
り
す
る
こ
と
を
注
意
深
く
避さ

け
ま
す
。
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
排
し
た
そ
の
空
間
に
あ

る
の
は
、
新
た
な
行
為
を
喚か

ん

起き

す
る
手
が
か
り
の
み
で
す
。
バ
イ
オ
ー
ム
や
モ
ブ（
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
）と
い
っ

た
手
が
か
り
を
通
し
て
行
為
と
行
為
が
つ
な
が
り
、
や
が
て
そ
れ
ら
が
関
係
性
を
深
め
、
今
度
は
そ
の
関
係
か

ら
新
た
な
機
能
が
生
じ
る
ゲ
ー
ム
の
世
界
で
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ク
リ
ア
よ
り
も
世
界
そ
の
も
の
の
成
熟
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

世
界
の
成
熟
と
は
つ
ま
り
、
そ
の
世
界
の
中
で
新
た
な
「
文
化
」
が
醸
成
さ
れ
育
ま
れ
る
こ
と
で
す
。
私
は
、

オ
ー
プ
ン
ワ
ー
ル
ド
に
文
化
の
雛ひ

な
が
た形
を
発
見
し
た
と
き
、
い
ま
の
子
ど
も
た
ち
は
こ
ん
な
に
面
白
い
も
の
に
夢

中
に
な
っ
て
る
ん
だ
、
こ
ん
な
リ
ア
ル
な
形
で
文
化
が
育
つ
手
ご
た
え
を
味
わ
っ
て
い
る
の
か
と
、
驚
か
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

か
つ
て
、
み
ん
な
の
親
世
代
が
遊
ん
で
き
た
場
所
は
、
こ
れ
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
場
所

で
は
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｘ

む
し
ろ
、
既

存
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
同
等
の
明
確
な
特
性
を
持
っ
た
世
界
が
そ
こ
に
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
世
界
の
行
動
基
準
が
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
て
い
る
か
ら
「
自
由
」
を
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

　

で
も
、
リ
ア
ル
な
現
実
世
界
で
は
な
か
な
か
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
手
が
か
り
を
摑つ

か

も
う
と
す

る
前
に
、
あ
ら
ゆ
る
行
動
基
準
に
よ
っ
て
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
自
由
に
動
こ
う
と

思
っ
て
も
、
周
り
が
そ
れ
を
許
さ
な
い（
と
感
じ
る
）。
そ
の
結
果
、
ど
う
し
て
も
与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

ク
リ
ア
す
る
よ
う
に
し
か
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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だ
か
ら
、
現
実
世
界
で
「
自
由
」
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は
、
現
実
の
中
で
い
か
に
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
行

動
基
準
を
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
る
か
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
意
味
で
、
二
〇
二
〇
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
人
た
ち
は
（
反
面
教
師
的
な
意
味
で
）
良
い
教

材
に
な
り
ま
し
た
。
疫え

き

禍か

と
い
う
の
は
、
研
究
者
を
除
く
一
般
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い

と
い
う
よ
り
は
、「
わ
か
ら
な
い
」こ
と
に
い
か
に
対た

い

峙じ

す
る
か
と
い
う
戦
い
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
多
く
の
大

人
た
ち
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
さ
も
わ
か
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
単
純
化
し
て
語
る
こ
と
を
好
み
ま
し
た
。
そ

し
て
、
す
ぐ
に
誰
か
に
模
範
解
答
を
求
め
、
そ
の
相
手
が
解
答
を
間
違
え
る
と
、
皆
で
責
め
立
て
る
こ
と
を
繰

り
返
し
た
の
で
す
。

　

我
先
に
と
正
解
を
求
め
る
大
人
た
ち
は
、
政
府
に
対
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
や
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
い
っ
た
個
人
の

生
命
の
自
由
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
か
か
わ
る
政
策
を
次
々
に
要
求
し
ま
す
。
個
人
が
じ
か
に
国
家
に
連
結
さ
れ
る

こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
な
く
、
個
人
が
国
家
の
掟お

き
てに
依
存
を
強
め
る
こ
と
を
警
戒
す
る
こ
と
も
な
く
、

た
だ
ひ
た
す
ら
に
政
策
の

Ｃ

と
効
率
の
悪
さ
に
キ
レ
続
け
る
大
人
た
ち
の
姿
は
、
経
済
効
率
優
先
で
あ

ら
ゆ
る
無
駄
を
排
し
た
政
策
を
推
し
進
め
て
き
た
新
自
由
主
義
者
た
ち
の
姿
と
酷
似
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

ま
さ
に
目
先
だ
け
を
追
う
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
を
コ
ロ
ナ
禍

の
経
緯
自
体
が
雄
弁
に
も
の
が
た
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
気
づ
こ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
前
と
後
と
で
は
時
代
が
大
き
く
変
化
す
る
。
だ
か
ら
そ
れ
に
備
え
な
い
と
…
…
。
わ
か
っ
た
つ

も
り
の
大
人
た
ち
は
そ
ん
な
こ
と
を
言
い
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
変
化
に
備
え
よ
う
と
し
て
も
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ

ム
に
埋
没
す
る
だ
け
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
と
き
こ
そ
む
し
ろ
「
変
わ
ら
な
い
も
の
」
に
着
目
す
る
の
が
お
す
す

め
で
す
。

　

つ
い
先
日
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』（
夏
目
漱
石
）を
読
ん
だ
高
二
の
子
が
、「
こ
れ
い
ま
の
話
じ
ゃ
ね
？　

と

い
う
の
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
漱
石
は
百
余
年
前
の
作
品
で
文

学
史
の
中
で
は
新
し
い
方
で
す
か
ら
、
も
っ
と
古
い
作
品
、
例
え
ば
『
源
氏
物
語
』（
紫
式
部
）
で
も
『
国
家
』

（
プ
ラ
ト
ン
）
で
も
い
い
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
「
古
典
」
と
言
わ
れ
る
本
に
は
、
マ
ジ
そ
れ
な
！　

と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
ち
ょ
っ
と
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
質
と
量
で
書
か
れ
て
い
て
、
そ
う
い
う
ち
ょ
っ
と
普
遍
的
な

人
間
の
ク
セ
み
た
い
な
も
の
を
若
い
と
き
に
文
学
の
中
で
発
見
す
る
の
は
、
と
て
も
大
事
と
い
う
か
、
他
の
知

識
で
は
補
え
な
い
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
文
学
の
中
で
私
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
濃
淡
は
あ
る
に
せ
よ
人
間
は
時
代
が
変
わ
っ

て
も
全
体
と
し
て
み
れ
ば
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
「
変
わ
ら

な
い
も
の
」
が
腑ふ

に
落
ち
た
と
き
、
そ
の
反
対
の
「
変
わ
る
も
の
」「
変
わ
り
や
す
い
も
の
」
が
、
い
か
に
も
流

動
的
な
も
の
と
し
て
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

人
間
が
「
変
わ
ら
な
い
も
の
」
だ
と
す
れ
ば
、
あ
る
時
代
の
人
間
た
ち
が
抱
く
特
有
の
「
価
値
観
」
は
、
そ

の
対
極
に
あ
る
「
変
わ
り
や
す
い
も
の
」
だ
と
言
え
ま
す
。
だ
か
ら
、「
ワ
ン
チ
ャ
ン
」
が
い
ま
の
価
値
観
の
一

面
を
表
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
言
葉
の
リ
ア
ル
な
息
遣
い
は
、
そ
の
う
ち
耳
を
澄
ま
し
て
も
聞
こ
え
な
く

な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
「
４

変
わ
ら
な
い
も
の
」
を
探
り
な
が
ら
、
同
時
に
自
分
の
価
値
観
を
客
観
的
に
捉
え
る
こ
と

で
、
よ
う
や
く
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
行
動
基
準
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
自
由
に
生
き
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
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で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
価
値
観
は
変
わ
る
も
の
だ
と
深
く
知
る
こ
と
で
初
め
て
、
自
分
の
価
値
観
を
絶
対
視
す

る
こ
と
な
く
、
他
者
の
価
値
観
を
「
そ
れ
も
あ
り
で
す
ね
」
と
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
様
性
を
知
る
こ

と
は
、
価
値
観
を
捉と

ら

え
直
す
こ
と
か
ら
し
か
始
ま
り
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
は
価
値
観
の
可
変
性
に
希
望
を
見
出
す

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

�

（
鳥
羽
和
久
『
君
は
君
の
人
生
の
主
役
に
な
れ
』
に
よ
る
）

※
１　

大
人
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
…
…�

本
人
の
意
思
を
問
う
こ
と
な
く
、
大
人
が
子
ど
も
に
干
渉
し
、
援
助
す

る
こ
と
。

※
２　

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
…
…
抵
抗
運
動
。

※
３　

デ
フ
ォ
ル
ト
…
…
パ
ソ
コ
ン
等
で
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
て
い
る
標
準
状
態
、
初
期
設
定
。

問
一　

空
欄

Ａ

～

Ｃ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

幻
想　
　

イ　

醸
成　
　

ウ　

希
望　
　

エ　

目
的　
　

オ　

遅
延

問
二　

傍
線
部
１
「
意
図
し
な
い
う
ち
に
大
人
の
噓
に
反
発
し
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
説
明
と
し
て

最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

大
人
と
子
ど
も
と
の
間
の
不
平
等
は
こ
れ
ま
で
隠
さ
れ
て
き
た
が
、「
ワ
ン
チ
ャ
ン
」と
い
う
言

葉
に
よ
っ
て
そ
の
関
係
性
が
明
確
に
可
視
化
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

イ　

社
会
で
の
平
等
に
対
す
る
考
え
方
が
揺
ら
ぎ
、
公
平
な
社
会
と
い
う
建
前
よ
り
も
、「
ワ
ン

チ
ャ
ン
」
と
い
う
発
想
に
、
子
ど
も
が
自
然
と
魅
力
を
感
じ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

ウ　
「
ワ
ン
チ
ャ
ン
」と
い
う
言
葉
を
好
む
子
ど
も
は
無
意
識
に
大
人
の
悪
質
な
嘘
に
気
づ
い
て
お
り
、

大
人
よ
り
も
現
実
の
厳
し
さ
を
受
け
入
れ
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

公
平
な
評
価
の
た
め
に
画
一
的
な
教
育
を
す
る
大
人
に
対
し
て
、
子
ど
も
は
「
ワ
ン
チ
ャ
ン
」

と
い
う
言
葉
で
個
性
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
企
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
。

オ　
「
ワ
ン
チ
ャ
ン
」と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
教
師
の
権
威
が
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
り
、
以
前
の
価
値
観
を

押
し
付
け
る
教
師
は
無
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
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問
三　

傍
線
部
２
「
そ
れ
が
さ
も
正
し
い
こ
と
の
よ
う
に
ま
か
り
通
っ
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
説
明

と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

成
果
が
出
る
か
ど
う
か
は
あ
ら
か
じ
め
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
や
れ
ば
必
ず
成
果
が
出
る
と
い

う
前
提
の
も
と
、
生
徒
に
無
理
難
題
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

生
徒
が
満
足
の
い
く
結
果
を
出
す
た
め
に
は
教
師
の
働
き
か
け
が
必
要
な
は
ず
な
の
に
、
生
徒

個
人
の
能
力
の
問
題
と
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

ウ　

生
徒
の
能
力
を
公
正
に
評
価
す
る
の
は
本
来
難
し
い
は
ず
な
の
に
、
画
一
的
な
対
応
を
す
る
こ

と
で
、
正
し
く
評
価
で
き
る
と
錯
覚
す
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

生
徒
の
個
性
に
対
し
て
、
み
な
を
同
列
に
扱
う
指
導
を
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
公

正
に
評
価
で
き
る
と
勘
違
い
す
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

教
育
と
は
、
評
価
を
目
的
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
平
等
な
条
件
に
し
た
が
っ
て
優
劣
を

つ
け
る
こ
と
が
正
当
な
教
育
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

問
四　

傍
線
部
３
「
ワ
ン
チ
ャ
ン
も
同
じ
原
理
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
説
明
と
し
て

誤
っ
て
い
る
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

必
ず
ア
タ
リ
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
幻
想
を
抱
か
せ
る
ガ
チ
ャ
と
同
様
に
、
現
実
逃
避
し
た
い

と
考
え
て
い
る
人
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
希
望
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

ア
タ
リ
が
混
ざ
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
錯
覚
さ
せ
る
ガ
チ
ャ
と
同
様
に
、
成
功
す
る
可
能
性
が
わ

ず
か
で
も
あ
る
と
思
い
込
ま
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

偶
然
性
に
全
面
的
に
賭
け
よ
う
と
す
る
ガ
チ
ャ
と
同
様
に
、
自
分
の
努
力
と
は
無
関
係
に
ア
タ

リ
を
ひ
け
る
と
い
う
希
望
を
抱
か
せ
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

誰
も
が
ガ
チ
ャ
を
ひ
く
機
会
を
平
等
に
持
つ
こ
と
と
同
様
に
、
誰
に
で
も
ア
タ
リ
を
ひ
く
可
能

性
が
平
等
に
あ
る
と
い
う
期
待
を
持
た
せ
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

い
つ
か
は
ア
タ
リ
が
ひ
け
る
と
期
待
さ
せ
る
ガ
チ
ャ
と
同
様
に
、
失
敗
だ
ら
け
の
人
生
も
い
つ

か
は
好
転
す
る
と
い
う
希
望
を
抱
か
せ
る
と
い
う
こ
と
。

問
五　

空
欄

Ｘ

に
は
次
の
ア
～
エ
の
文
が
入
り
ま
す
。
適
切
な
順
番
に
並
べ
た
際
に
、
三
番

目
に
く
る
も
の
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

で
も
い
ま
の
ゲ
ー
ム
は
明
ら
か
に
大
き
く
変
容
し
て
い
ま
す
。

イ　

そ
こ
で
は
、
決
ま
っ
た
設
定
と
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て
ス
リ
ル
を
味
わ
っ
た
り
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

ク
リ
ア
し
た
り
す
る
の
が
目
的
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

ウ　

全
国
各
地
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
遊
園
地
も
そ
う
、
ド
ラ
ク
エ
な
ど
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ
も
そ
う
。

エ　

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
オ
ー
プ
ン
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
の
世
界
に
「
自
由
」
を
感
じ
る
の
は
、
そ
こ
が
無

既
定
の
白
紙
の
場
所
だ
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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問
六　

傍
線
部
４
「
変
わ
ら
な
い
も
の
」
と
同
様
の
意
味
の
言
葉
を
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
七　

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
を
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

学
校
教
育
で
は
、
生
徒
の
個
性
を
相
対
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
全
員
に
同
じ
課

題
を
与
え
る
こ
と
で
公
平
性
を
保
っ
て
い
る
。

イ　
「
成
果
が
出
る
の
は
努
力
を
し
た
か
ら
だ
」と
い
う
判
断
は
、
結
果
と
能
力
を
結
び
つ
け
、
自
己

責
任
の
問
題
に
帰
し
て
し
ま
う
。

ウ　
「
ワ
ン
チ
ャ
ン
」と
い
う
言
葉
は
、
努
力
せ
ず
と
も
誰
も
が
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
印

象
を
与
え
る
嘘
で
あ
る
と
言
え
る
。

エ　

古
典
文
学
を
読
む
こ
と
で
多
様
な
人
間
の
あ
り
よ
う
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
普
遍
的
な
価
値
観

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
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